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静岡県の
新型コロナウイルス感染症者

発生・入院等の状況
（2023年6月30日時点）

静岡県健康福祉部　新型コロナ対策 企画課 & 推進課
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静岡県全体 第８波以降の１週間感染者数 全数報告と定点医療機関報告の関係

（2022.10/3～2023.6/25）
（全感染者数は5/7まで）

前週比1.05倍

5.81

この１週間 推計5,1００人
（先週は推計4,9００人）

このラインを超えると
感染者が急増するおそれ

＝ の目安８人
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静岡県東部地域 第８波以降の１週間感染者数 全数報告と定点医療機関報告の関係

（2022.10/3～2023.6/25）
（全感染者数は5/7まで）

前週比1.06倍

9.32
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静岡県中部地域 第８波以降の１週間感染者数 全数報告と定点医療機関報告の関係

（2022.10/3～2023.6/25）

（全感染者数は5/7まで）

前週比1.09倍

4.40
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静岡県西部地域 第８波以降の１週間感染者数 全数報告と定点医療機関報告の関係

（2022.10/3～2023.6/25）
（全感染者数は5/7まで）

前週比0.96倍

3.34
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賀茂保健所管内 第８波以降の１週間感染者数 全数報告と定点医療機関報告の関係

（2022.10/3～2023.6/25）
（全感染者数は5/7まで）

前週比1.62倍

7.00
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熱海保健所管内 第８波以降の１週間感染者数 全数報告と定点医療機関報告の関係

（2022.10/3～2023.6/25）
（全感染者数は5/7まで）

前週比1.34倍

15.00

感染拡大
注意報
レベル
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東部保健所管内 第８波以降の１週間感染者数 全数報告と定点医療機関報告の関係

（2022.10/3～2023.6/25）
（全感染者数は5/7まで）

前週比0.88倍

5.65
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御殿場保健所管内 第８波以降の１週間感染者数 全数報告と定点医療機関報告の関係

（2022.10/3～2023.6/25）
（全感染者数は5/7まで）

前週比1.89倍
19.83

感染拡大
注意報
レベル



（2022.10/3～2023.6/25）
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富士保健所管内 第８波以降の１週間感染者数 全数報告と定点医療機関報告の関係

（全感染者数は5/7まで）

前週比0.72倍

8.20
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静岡市保健所管内 第８波以降の１週間感染者数 全数報告と定点医療機関報告の関係

（2022.10/3～2023.6/25）
（全感染者数は5/7まで）

前週比1.03倍

4.68
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中部保健所管内 第８波以降の１週間感染者数 全数報告と定点医療機関報告の関係

（2022.10/3～2023.6/25）
（全感染者数は5/7まで）

前週比1.23倍

4.00
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西部保健所管内 第８波以降の１週間感染者数 全数報告と定点医療機関報告の関係

（2022.10/3～2023.6/25）
（全感染者数は5/7まで）

前週比1.13倍

4.05
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浜松市保健所管内 第８波以降の１週間感染者数 全数報告と定点医療機関あたりの関係

（2022.10/3～2023.6/25）
（全感染者数は5/7まで）

前週比0.84倍

2.86



静岡県 コロナ病床確保病院 入院患者重症度別推移(2022.10/1～2023.6/30)

163
97
37

2,
5.0%

250

• ５月８日以降は、51のコロ
ナ病床確保病院のうち、G-
MISに入力した病院の数値
を集計したもの

• 病床確保病院の入院患者数
は、前週6月23日と比べて、
全体で33人増加したが、中
等症Ⅱ以上は2人増加

• 入院患者の約６割が軽症者

27

P15

1月22日
Max 20人

第８波(BA.5)

5月8日

1月11日
Max 246人

（人）

1月16日
Max 1,042人

 

（2023.6月～中等症Ⅱ以上用）



• 国立感染症研究所が、中和抗体からの逃避や感
染者数増加の優位性が示唆される亜系統として
動向を注視する必要があるとしたオミクロン株
の系統※の検出状況を示す

• 直近では、上述の系統に属する亜系統のうち
XBB系統が、県全体で計9検体（64％）検出さ
れた

• なお、検体採取は結果が判明した週の約２週前

 ※　BA.2.75系統、BA.4.6系統、XBB系統
　　　BQ.1系統、BS.1系統

静岡県 オミクロン株 感染者数増加が示唆される亜系統の状況（2022.11/28～2023.6/25） 
12月11日までは政令市を除く県所管地域

P16
ゲノム
解析数 64,127, 168,

12月12日からは政令市を含む県全体

142,152,120,222,141,231,99, 37,73, 43, 12, 15, 13, 21,18, 7, 7, 21, 15, 14
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（VRS；ワクチン接種記録システムより）

P17
政令市を含む全県

静岡県 コロナワクチン年代別最終接種回数（6/25時点） 

6/19-25の1週間で約5.2万人の県民が6回目ワクチンを接種
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静岡駅周辺・静岡市両替町の人出 2019年と2023年の比較（6/28まで） 

モバイル空間統計® データ提供元：(株)NTTドコモ、(株)ドコモ・インサイトマーケティング ※「モバイル空間統計®」は株式会社NTTドコモの登録商標です。

2019年の各時のピーク値を100％と
した時の割合（7日間平均）を示したもの

• 直近１週間の朝8時の静岡駅周辺の人出は2019年並み

• 昼15時の静岡駅周辺の人出は2019年の約9割

• 夜21時の繁華街両替町の人出は2019年の約７割

5月
8日



全国 今季のインフルエンザ流行状況（6/19～25 第25週時点） 

P19

《週ごとの全国定点医療機関からの届出件数（2017～2023年）》

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月
（週数）

（厚生労働省　感染症発生動向調査より）

• 2017-18、2018-19シーズンは大きな流行

• 2019-20シーズンは、2020年１月からコロ
ナの感染対策が始まり流行は拡大せず

• 2020-21シーズンと2021-22シーズンは、
明らかな流行は認められなかった

• 2022-23シーズンの全国定点あたり報告数
は11月以降増加し第50週1.24で流行期に
入り、第6週の12.91ピーク後、時に再上
昇し漸減していたが、第24週1.29、第25
週1.20と１以上の流行期が継続も漸減

• 本県は第51週(12/19～25)が1.00で流行期
に入り、第10週(3/6～12)5.96がピークで
第19週0.93と１未満となったが、第20週
1.74以降、第24週1.13まで１以上の流行
期が再継続していたが、第25週は0.79と
１を下回って流行期を外れた

（件数）



全国 今季のインフルエンザ流行状況（6/19～25 第25週時点）【拡大】 
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《週ごとの全国定点医療機関からの届出件数（2017～2023年）》

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月
（週数）

（厚生労働省　感染症発生動向調査　より）

（件数）
定点当り報告数

   全国     1.20↓
  東京都　 1.00↓
　神奈川県 0.85↓
　愛知県　 1.42↓
　長野県　 0.20↓
　山梨県　 0.07↓
　静岡県　 0.79↓
　大阪府   0.54↓
　京都府   0.46↑
  沖縄県　 0.72→

今季の静岡県内型別報告
 Ａ型3933件(98%),Ｂ型95件



静岡県の保健所管内別 １週間のインフルエンザ感染者 定点医療機関からの報告数（2022.11/7～2023.6/25）

P21

（厚生労働省　感染症発生動向調査　より）

定点医療機関からの
１週間の報告数平均

（下田、東伊豆、河津、南伊豆、松崎、西伊豆）　　（熱海、伊東）　

　（富士、富士宮）

• １週間の定点医療機関からの報告数の平均
が、１以上で流行開始、10以上で注意報、
30以上で警報

• 感染者報告数は、前週と比べて、御殿場、
富士、浜松市保健所管内は微増、他は減少

• 定点医療機関あたりは、御殿場、富士、中
部、浜松市保健所は１以上だが、他の保健
所管内は１未満で、県全体も0.79となり流
行期レベルを脱した

　（沼津、三島、裾野、伊豆、伊豆の国、函南、清水、長泉）（御殿場、小山）　　

（島田、焼津、藤枝、牧之原、吉田、川根本）（磐田、掛川、袋井、御前崎、菊川、湖西、森）　　



静岡県　新型コロナとインフルエンザの同時流行の状況（2022.10/17～2023.6/25）

P22

インフルエンザ流行期（定点あたり１以上、推計1000人以上）

• インフルエンザの流行は第１８週(5/1-)
で終了と思われたが、第20週(5/15-)
以降に再度流行期レベルとなった後、第
25週（6/19-）は流行期を脱した

• 新型コロナとインフルの感染者の推計比
率は、直近で5,100：1,100≒6：1

（人数）

（第１９週(5/8～14)以降は定点把握からの推計値）

流行期



する4場面

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

① ②

③混雑している
電車・バス
の車内

④重症化リスク
のある人が,
コロナ流行時
人混みに行く 　



感染拡大注意報レベルのとき
あらためて３つのお願い

１．医療機関や高齢者施設の受診や訪
問時は、できるだけマスク着用を!

２．急に症状（咳・熱・のど痛）が出た
時は、学校や仕事を休んで療養を!

３．人が集まる所では、換気と咳エチ
ケット（咳くしゃみ時口鼻おおう）を　


